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【今 回】 会員数 54名（衛星クラブ14名含）出 席 31名 欠 席 5名 出席規定免除会員（7）出席 3名 ビジター 0名 出 席 率 90.0％

 【前々回】会員数 54名 (衛星クラブ14名含) 出 席 35名 欠 席 5名 出席規定免除会員（7）出席 3名 ビジター 0名 出 席 率 96.0％

本日の例会：ゲスト卓話 宮島大典佐世保市長(名誉会員)
次回例会：ゲスト卓話 創成館高校 奥田修史校長

《 合同例会 》
佐世保東RC・佐世保北RC・佐世保中央RC

◆ゲスト卓話
『第18回全国RYLA研究会大分大会 報告』

第6グループガバナー補佐 前田眞澄様

４月は「環境月間」です。

久しぶりの３ロータリークラブ合同例会というこ

とで佐世保東RC様、佐世保北RC様には平素より大変

お世話に成っております。また、私のホームクラブ

で有ります佐世保中央RCの皆様にはガバナー補佐と

しての活動にご支援を頂いております事に大変感謝

申し上げます。卓話の本題ですが、４月１１日

（土）に開催されました第１８回全国RYLA研究会大

分大会に行ってまいりました。会場のJ：COMホルト

ホール大分は大分駅前に有り、交通の便が良く会議

室数等も多く図書館、スポーツジムもある複合施設

に成っている大分市の拠点的な存在の施設でした。

今回のRYLA研究会ですが全国２９地区からロータリ

アンが１９２名、アクトその他で２６名、計２１８

名の参加者でした。第２７４０地区からは佐賀RCの

野口清PG、神崎RCの合瀬一男ガバナーノミニー、唐

津RCの德川清隆ロータリーファミリー委員長、大村

RCの太田陽子RYLA委員長と私の５名の参加でした。

開会の挨拶は東京飛火野RC水野RI理事がされ、基調

講演は姫路RCの三木 元RI理事がされ、全国RYLA研究

会大分会議実行委員長を大分キャピタルRCの前田パ

ストガバナーが務めたりとキャスティングも正に全

国レベルの地位のある方で構成されているなと思い

ました。

RYLAの起源ですが、1959年オーストラリアのク

イーンズランド州にて自治権獲得100周年を祝う事と

成り、エリザベス女王がアレクサンドリア王女を名

代として派遣されました。これを機会に王女と同世

代の青年達を招いて100周年記念式典に参加させ、意

見交換会をさせるという計画が持ち上がりました。

そしてブリスベンロータリークラブが全豪から集

まってきた青年リーダー達のホストを務め、この青

年たちの資質の良さに感心したブリスベンロータ

リークラブは、この催しを毎年行うことを決め、地

区の各クラブより2名ずつの青年をブリスベンに招待

し、1週間、文化、社会、教育のプログラムに参加さ

せることにしました。これがRYLAの起源で、RYLAは

第260地区で生まれたということです。

日本に於いては1976年第366地区（大阪・和歌山）

現在の2660地区で初めて開催されました。第2740地

区で申しますと、第1回RYLAが開催されたのは国際

ロータリー創立75周年の地区記念事業として、当時

の新家忠男パストガバナーが実行委員長と成り、

1980年5月、長崎県西彼郡大瀬戸町の「しんわ森の

家」で開催されました。この時は2泊3日で行われ、1

日目と2日目は青雲学園理事長 速水雄吉氏、長崎県
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総務課長柴田常雄氏、他数名の方々の講話が行われ、

最終日の3日目は海上自衛隊護衛隊の体験航海、海上

自衛隊佐世保地方総監部 杉浦章義氏の講話が行わ

れました。

現在、２７４０地区のRYLAは14歳～30歳の男女で

持ち回り方式の単年度で５４クラブでの持ち回りで

ホストを務め、1泊2日を基本に行われており、近年

佐世保市内のロータリーでは2022-20224年度佐世保

西ロータリークラブさんがホストとしてされていま

すが、太田RYLA委員長の資料にも記載されています

が、受講者集めに大変苦労されたみたいです。緒方

信幸ガバナー年度にRYLA改革会議を行われ単独のク

ラブに責任を持たせるのでなく、RYLAセミナー運営

を地区のRYLA委員会が行い、第2740地区の各グルー

プ若しくはクラブで開催地を持ちまわるという方向

性で行っています。

話は、また全国RYLA研究会に戻りますが、他にプ

ログラムとして全国で行われているRYLAの事例発表

が４クラブ有り、夫々の地区での独創性と創意工夫

がなされていました。参考に成りました。プログラ

ム最後に「危機管理について」の講話が第2680地区

三田RCのパストガバナーの安行英文氏からあったの

ですが、世界の現状として性的マイノリティ（性的

少数者）のお話が有りました。そういった方をLGBTQ

＋という５つの頭文字を取って表現されているので

すが、Lはレズビアン、Gはゲイ、Bはバイセクュアル

（性同一障碍者）Tはトランスジェンダー（性別越境

者）Qはクエスチョン（男女どちらか自己判断が出来

ない）の方達を表しています。現在の世界の方向性

として、その様な方々も人権や性的指向の多様性の

観点から認めて行っています。その様な方々もロー

タリーの青少年事業に於いて日本にも来られる可能

性が有るということです。その時どの程度まで性的

マイノリティの方を認め、対応して行けばよいのか

ということが重要に成ってきます。①事前の対応と

して男女別のスペースを原則維持する。※未手術者

のトランス女性スペースはトラブルの主要因に成り

ます。②個別対応の仕組みを整える。※性自認の相

談が有った場合は保護者、専門家、プログラム責任

者で協議する仕組みを作くっておく。③参加者全体

の安全を最優先する。※青少年プログラムでは特定

の思想よりも安全確保を優先する姿勢が必要である

と締めくくられました。ご清聴、ありがとうござい

ました。

幹事報告
船津 学幹事

1.例会変更
佐世保ロータリークラブ
例会休会 日時：2026年 4月29日 (水)

日時：2026年 5月 6日 (水)
※定款第7条第1節（ｄ）（１）により

ハウステンボス佐世保ロータリークラブ
例会変更 日時：2026年5月12日(火)12:30～を

2026年5月14日(木)19:00～に変更
例会場：アルカスSASEBO中ホール
※音楽鑑賞例会のため

例会休会 日時：2026年5月5日(火)12:30～
※定款第7条第１節（ｄ）（１）により

2.来信
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
・ハイライトよねやま 313
・第2740地区「継続奨学生資格確認 報告書」につ
いて

2025-2026年度国際ロータリー ガバナー事務所
・月信5月(11号)の送付先・冊数のお伺い
・文庫通信のご案内

佐世保南ロータリークラブ
・2026－2027年度第2回佐世保市内８ＲＣ会長幹事
会のご案内

佐世保東南ロータリークラブ
・25-26年度第7回会長幹事会議事録

3.伝達事項
なし

《ニコニコボックス》

前田 眞澄 第６グループガバナー補佐
佐世保北RC西沢会長はじめ会員の皆様、日頃よりお

世話になっております。本日は３クラブ合同例会への
御参加、大変ありがとうございます。卓話がんばるけ
んね！

西沢 寛会長 船津 学幹事
本日は佐世保東RC、佐世保中央RC、佐世保北RCの



本日の合計 31,000円 累計 1,085,000円

３クラブ合同例会です。佐世保中央RC岡会長はじめ
親睦活動委員会、S.A.A.の皆さま、ご準備ありがとう
ございます。本日はよろしくお願いいたします。

永田武義会員
本日は久しぶりの３クラブ合同例会です。大変楽しみ
にこの日を待っていました。どうぞよろしくお願いし
ます。

峯 徳秀会員 蒲池芳明会員 渡会祐二会員
村瀨高広会員 松田信哉会員 松永祐司会員
公門新治会員 井上隆三会員 松田亜由美会員
茶村亜子会員 渥美大介会員 村上英毅会員
早田貴志会員 内海一洋会員 野口好太郎会員
中村祐二会員 山下雄弘会員 松尾祐輔会員
山本光昭会員 豊島拓郎会員 福田直美会員
本日は待ちに待った佐世保東RC、佐世保中央RC、佐
世保北RCの合同例会です。佐世保中央RCの皆さま、

ご準備ありがとうございました。本日はどうぞよろし
くお願いいたします。田添社長、稲次社長、先ほどは
ごちそうさまでした。

平素よりロータリーの取り組みに温かいご支援を賜
り、誠にありがとうございます。
ロータリー会員は、世界でよい変化を生むために直
面する課題に日々取り組んでいます。
来週は「こどもの日」。ロータリー財団は、日本を
はじめ世界中の子どもたちの未来をつくる皆さまの
活動に、心より敬意を表します。

モンゴルの首都ウランバートル郊外のゲル地区では、
グローバル補助金の支援により、学校の2つの図書
館が改装され、約3,400人の子どもたちが利用でき
るようになりました。ゲル（ユルト）は伝統的なテ
ント型住居ですが、この地区には上下水道や電気が
整っていない家庭も多く、教科書を購入できない家
庭も少なくありません。学校も過密状態で、十分な
教材が行き渡らない状況があります。

新しくなった図書館には、勉強に必要な教科書や資
料が揃っており、暖かい環境のなかで学習したり、
個別指導を受けたりできます。また、地域住民が集
うコミュニティスペースとしても活用されています。

このプロジェクトは、日本の大阪東ローターアクト
クラブと、モンゴル・ウランバートルのKhureeロー
タリークラブが中心となり、日本とモンゴルの複数
のクラブが協力して実現しました。ローターアクト
クラブがスポンサーとなった初めてのグローバル補
助金としても、大変意義深い取り組みです。

このような奉仕プロジェクトは、子どもたちが自ら
の可能性を伸ばす大切な機会となっています。しか
し、これらの取り組みは、皆さまのご支援なくして
実現することはできません。「こどもの日」を迎え
るにあたり、ロータリー財団へのご寄付をご検討い
ただけましたら幸いです。皆さまのご支援は、子ど
もたちや地域社会の成長を支える地区補助金・グ
ローバル補助金に役立てられます。

世界を少しでも良くするために、皆さまが日々示し
てくださる思いやりと行動に深く感謝申し上げます。
どうぞご家族とともに、穏やかで楽しいゴールデン
ウィークをお過ごしください。

敬具
ロータリー財団



IT会報委員会 委員長/松尾祐輔 委員/山本光昭・内海一洋・今井貴文 (記事担当：松尾祐輔)
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